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1　はじめに
情報工学専攻では、独立行政法人日本学生支

援機構（Japan Student Services Organization,  
JASSO）の海外留学支援制度（協定派遣）［1］の
支援を受けて「海外企業における実践的ソフト
ウェア研究開発インターンシッププログラム」
を実施しています。このプログラムでは、情報
工学専攻を中心とした大学院生が、本学とイン
ターンシップに係る協定を結んでいる海外の日
系企業を訪問して、時限付きのソフトウェア研
究開発プロジェクトを約 6 週間から 10 週間の
派遣期間を通じて経験します。このときのプロ
ジェクトの内容は必要に応じて秘密保持誓約の
対象となります。このプロジェクトにより、イ
ンターンシップ生は、派遣先企業の業務に深く
関わる研究開発課題に挑戦する機会を得るとと
もに、実社会で重要な技術者教養・倫理を涵養
することができます。2018 年度は、ベトナム
の日系企業 2 社に情報工学専攻大学院生 3 名が
派遣されました。

インターンシップ派遣生は、本学のグローバ
ルインターンシップを発展的に継続しているた
めに帰国してから派遣先での経験談等の成果報
告が求められます。成果報告には、派遣先にお
ける写真や映像データの利用が有効です。この
とき、複数の関係者でデータを共有するために
はオンラインストレージの利用が便利です。一
方、特に今回のような企業派遣の場合は、プロ
ジェクトの内容が秘密保持誓約に係わり、写真
や映像データの取り扱いには注意を要するため、
機密保持性が求められます。したがって、指導
教員とインターンシップ生から成るグループ内

で閉じてこれらのデータを共有する必要があり
ます。

2018 年度は、大学で実施しているベトナム
での企業インターンシップおよびワークショッ
プ・企業見学をとりまとめた報告書製作が企画
され、分子化学系の亀井先生が主担当である「国
際的高度専門技術者の実践的教育プログラム」
と本プログラムを取り上げることになりました。
報告書の名前は「KIT in Vietnam 2018」で、
報告書の表紙は図 1 となります。表紙の写真は、
材料化学系の坂井先生が撮影した写真であり、
この報告書で利用した写真データのほとんどは
情報科学センターのファイル共有サービス

「NextCloud」を用いてグループで共有しました。
グループの管理には、グループ原簿管理サービ
ス「Grouper」を利用しました。本稿では、報
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図 1　KIT in Vietnam 2018 の表紙
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告書「KIT in Vietnam 2018」の製作を通じて、
情報科学センターが提供するグループ原簿サー
ビス「Grouper」とファイル共有サービス

「NextCloud」について紹介します。

2　ファイル共有サービス「NextCloud」
情報科学センターでは、NextCloud と呼ばれ

る Web ベースのファイル共有システムを構築
して、教職員・学生に提供しています［2］。合
計 1GB まで使用可能です。ただし、学生は個
人用ファイル保存領域を利用できません。

このシステムにアクセスするには、情報科学
センターアカウントもしくは工繊大パーソナル
ID でログインすることになります。ただし、
大学の情報の秘匿性の観点から学外からのアク
セスはできません。ファイルのアップロードは
簡単で、ドラッグ & ドロップでファイルをアッ
プロードできます。フォルダを作成するには、
ファイル一覧の右上のプラスボタンの「新しい
フォルダ」を選択します。アップロードされた
ファイルのうち実行可能ファイルなどのスキャ
ン対象ファイルには、毎日午前 1:00 に定時ス
キャンがかけられるため、保存されたデータの
安全性が担保されます。その他の詳細は、

「NextCloud 利用手引き」をご覧ください［3］。
「NextCloud 利用手引き」の手順により、セ

キュアにファイル共有をすることが可能です。
セキュアなファイル共有にはパスワード付き
ファイルをメール添付がよく使われますが、
メールのサイズには制限があること、送信した
グループ全員のスプール領域を保存されること、
学外においても受信可能であることなど、状況
によっては不都合なことがあります。特定のグ
ループでファイル共有したい場合に、今までに
も NextCloud のファイル共有を利用すること
がありました。NextCloudでは、公開したいフォ
ルダやファイルを URL で共有できます。利用
手引きに従えば、そのファイルやフォルダに対
してパスワード保護をかけることができます。
また、公開期限を設定できます。そして、公開
したい相手に公開用 URL とパスワードを伝え
ます。まず、NextCloud にログインするために
は学内のコンピュータからログインする必要が
あります。そして、公開するファイルやフォル

ダにアクセスするためには、設定したパスワー
ドを入力する必要があります。このようにして、
安全性及び秘匿性の高いファイル共有が可能と
なります。

多人数によるグローバルインターンシップに
おいて活動先の写真や映像データの共有には、
1GB の領域では十分ではありません。また、
利用手引きに則った方法では、報告書製作期間
を含む長期間の保存には適さないことになりま
す。そこで、NextCloud 上に 100GB のオンラ
イン共有フォルダを用意してもらえないかと情
報科学センターに相談しました。取り扱う情報
の機密性を検討した結果、共有フォルダへのア
クセス可能なグループとその所属メンバーを管
理するために、グループ原簿管理サービス

「Grouper」を利用することになりました。

3　グループ原簿管理サービス「Grouper」
「グループ原簿管理サービス利用手引き」は、

「NextCloud 利用手引き」がある How To 記事
の項目一覧にあります［4］。利用手引きのペー
ジの一番下には、申請書類が用意されています。
そのうちの一つであるグループ原簿管理サービ
ス利用同意書には、グループ原簿情報の種類や
取り扱いについて書かれていますので、申請す
る前によく読んでください。Groupter の利用
には、グループ原簿サービス申請書とグループ
原簿サービス利用同意書の必要事項を記入の上、
申請してください。

私がグループ管理責任者となり、グループ名
称を「IS-relatedGlobalInternship」として申請
しました。申請認可後にNextCloudの私のホー
ム内に共有フォルダIS-relatedGlobalInternship
が表示されました。このフォルダのグループメ
ンバーは Grouper を通じて管理責任者である
私が行うことになります。私が Grouper を用
いてグループ IS-relatedGlobalInternship にメ
ンバー登録することで、そのメンバーの
NextCloudのホームに自動的にグループ名称の
共有フォルダが現れることになります。2018
年 11 月に、国際課の職員をグループメンバー
として追加登録した際は共有フォルダを現れな
いという不具合がありましたが、現在はこの問
題は解消されているものと思います。今年度も
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グローバルインターンシッププログラムの写真
及び映像データを管理・保管するためにこのグ
ループを継続申請していますので、新たなメン
バー登録の際にこの問題が解消されているかど
うかを確認して、情報科学センターの担当者に
フィードバックしたいと思います。

図 2 は、この共有フォルダ内で共有された写
真データを用いて作成したページになります。
このように、報告書「KIT in Vietnam 2018」
の作成に使われた写真の選定やそのデータの管
理に、Grouper/NextCloud サービスを有効で
した。

4　おわりに
一般的にファイル共有サービスは利便性が高

いですが、関係者外秘データを取り扱うとなる
とその安全性および秘匿性の確保に頭を悩まし
ます。ファイル共有サービス NextCloud 上に
共有フォルダを用意してメンバー間で関係外秘
情報を共有する際には、グループ原簿管理サー
ビス Grouper は利便性を維持しつつ情報の安
全性および秘匿性を確保するのに有用です。積
極的な利用をお薦めします。
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図 2　IoT 国際ワークショップの報告


